
小郡市開発行為等整備要綱に 

関する事務取扱及び技術基準 

 

第１章 事務取扱基準 

（継続施行） 

第１条 小郡市開発行為等整備要綱（以下「要綱」という。）第３条第１項第５号に規

定する継続施行とは、事業終了の日からおおむね宅地分譲については１０年以内、そ

の他については３年以内に、隣接する区域において施行することをいう。 

 

 

第２章 技術基準 

（排水施設の設計基準） 

第２条 発生排水量は、次の算式又は数値に基づき算出する。 

（１）雨水量（Ｑ＝㎥／ｓｅｃ） 

   Ｑ＝１／３６０×Ｃ×Ⅰ×A・・・・・・・・合理式 

   ただし、Ｃ＝流出係数０．６５ 

   Ⅰ＝降雨強度＝６，６６４／（ｔ+３８） 

   ｔ＝ｔ１＋ｔ２   ｔ１＝流入時間  ７分 

   ｔ２＝水路延長Ｌ（ｍ）／流下時間（１．５ｍ／ｓｅｃ×６０分） 

   Ａ＝排水面積（ｈａ） 

（２）汚水量 

家庭汚水量計画１人  日平均汚水量４１０ℓ／人／日 

日最大汚水量５２０ℓ／人／日 

時間最大汚水量７３０ℓ／人／日 

 なお、雨水（側溝、水路、管渠等）は、１．２倍、汚水は計画量の２倍の断面を 

確保すること。 

（排水施設の構造及び施工方法） 

第３条 排水施設の構造及び施工方法は、次のとおりとする。 

 （１）マンホールは片斜（１号以上）とすること。 

（２）マンホールの蓋は鋳鉄製（小郡市型）、下水管の最小管径は２００ｍｍとし、

管種は下水道用硬質塩化ビニール管とする。また支管取り付け管径は１５０ｍｍ

とする。 

（３）段差が６０ｃｍ以上のときは、流下量に応じた副管付マンホールとする。 

（４）構造物（２次製品）は規格品（ＪⅠＳ、ＪＳＷＡＳ）使用を基本とする。 



（５）土被りは１．２ｍ以上とし、やむを得ない場合は下水道課と協議すること。 

（６）排水施設は人孔間毎に名称、構造、深さを明示した写真を撮り、埋め戻し前に 

  中間検査を受けること。 

（７）その他施工方法及び構造は、「下水道施設計画・設計指針と解説」（日本下水 

道協会発行）に準ずる。 

（受益者負担金等） 

第４条 下水道処理区域内の排水設備工事は、すべて小郡市指定工事店で施工し、受益

者負担金は、一括納付することとする。 

（ごみ集積施設） 

第５条 ごみ集積施設の設置基準は、以下のとおりとする。 

 （１）道路（幅員４メートル以上）に面し、収集車両が横付けして容易に収集でき 

ること。 

（２）収集時に交通の妨げにならないこと。 

（３）住居戸数に応じた排出量に見合う広さを確保すること。 

（４）事業主は、誓約書により入居者にごみ集積施設の維持管理義務が継続される旨、 

  徹底すること。及び市指定方法を厳守するよう指導すること。 

（５）入居後の事業活動に伴う事業系ごみは、家庭系ごみとは別に、各排出事業者 

が自らの責任において処理することを入居者に指導すること。 

（新設道路の標準横断構造図） 

第６条 新設道路の標準横断構造は、幅員又は有効幅員に応じ、下図のとおりとする。 

 （１）幅員が９メートル以上のものについては、既設道路及び開発行為等の形状を勘 

案し、市長が別に定める。 

（２）幅員が６メートルの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）道路側溝は原則として、二次製品を使用すること。 

 



（新設道路側溝の標準横断構造） 

第７条 新設道路側溝の標準横断構造は、以下のとおりとする。 

 （１）Ｕ型 

   （一般部分）           （切り下げ部分） 

  ア プレキャスト５型（ＰＵ５型） ウ プレキャスト３型（ＰＵ３型） 

  イ 場所打ち 7 型         エ 場所打ち 6 型 

 

        福岡県土木部制定標準構造図による。 

 

 

 

 （注） 現場の状況により、他のＰＵタイプが適切な場合もあるので、市と協議す 

ること。 

 基礎材の使用材料は、現場の状況により適切なものを用いるものとする。 

 上記の構造によりがたい場合は市と協議すること。 

 

（２）暗渠（交差店内等）（単位：ｍｍ） 

  

 

 

 

 

  （注） 製造元により形状が異なるため、市と協議すること。 
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（３）Ｌ型 

  ア プレキャストＰＬ３型          イ 場所打ちＰＬ４型  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          福岡県土木部制定標準構造図による。 

 

 

 

 

 

（新設道路の舗装構造） 

第８条 新設道路の舗装構造は、アスファルト舗装要綱に基づき設計すること。ただし、

大型車の交通量が多い場合は、そのつど協議すること。 

 （１）車道（単位：ｍｍ） 

   ア 下層路盤工及び路床安定処理工 

    マカダムローラー（１０～１２ｔ） 

    タイヤローラー （ ８～２０ｔ） 

 

 

 

 

           転圧前 

                       転圧後 

 

190 

         クラッシャーラン 

 

 

 （注） 路床が軟弱な場合は、置換・安定処理・盛土工法等により改良すること。 



   イ 上層路盤工 

    マカダムローラー（１０～１２ｔ） 

    タイヤローラー （ ８～２０ｔ） 

 

 

                    アスファルト乳剤 1.26ℓ／㎡  

         転圧前 

転圧後 

                                            

                                          150 

         粒調砕石 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

   ウ 表層工 

    マカダムローラー（１０～１２ｔ） 

    タイヤローラー （ ８～２０ｔ） 

 

 

 

 

           転圧前 

 

                       転圧後 

                                   50 

          密粒度アスコン 



 （２）歩道 

 

   ア 路盤工 

    ダンパー及び振動ローラー（３．０～４．０ｔ） 

     

 

 

                      アスファルト乳剤 1.26ℓ／㎡ 

           転圧前 

                        転圧後   

                                 

                                   100 

        クラッシャーラン 

 

   イ 表層工 

    ダンパー及び振動ローラー（３．０～４．０ｔ） 

 

 

 

          転圧前 

                        転圧後 

                                    40 

 

        密粒度アスコン    

 

 


